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193
尊貴（そんき）の人（ひと）は得難（えがた）し、彼（かれ）は各處（かくしよ）に生（しやう）ぜず、此（こ）の勇者（ゆうしや）の生（しやう）ずる處（ところ）、慶福（けいふく）其（そ）の族（ぞく）に至（いた）る。

194
諸佛（しよぶつ）の出世（しゆつせ）は樂（たの）しく、妙法（めうほふ）を說（と）くは樂（たの）し、僧衆（そうしゆ）の和合（わがふ）は樂（たの）しく、和合（わがふ）するものの修行（しゆぎやう）は樂（たの）し。

195 196
あらゆる迷妄（めいまう）に勝（か）ち、憂（う）と苦（く）とを超（こ）えて、應供（おうぐ）の德（とく）ある佛（ほとけ）又（また）は〔佛（ぶつ）〕弟子（でし）を供養（くやう）するもの、斯（かく）の如（ごと）き得寂（とくじやく）・離怖（りふ）の人（ひと）を供養（くやう）するものの功德（くどく）は、何人（なんびと）も之（これ）を算（かぞ）ふべからず。


(1) 知覺の對境限りなきの意にて無限の境界を知覺し得るの意。 (2) 七佛通誠の偈として知らるる有名なる偈なり。 (3) 比丘比丘尼の大戒を指す。 (4) 苦集滅道の四諦なり。



安樂品（あんらくほん）第（だい）十五

197
安樂（あんらく）に住（ぢゆう）せん、怨念（をんねん）ある人人（ひとびと）のうちにありて、怨念（をんねん）なく、怨念（をんねん）ある輩（ともがら）の中（うち）に、怨念（をんねん）なくして、安樂（あんらく）に住（ぢゆう）せん。

198
安樂（あんらく）に住（ぢゆう）せん、煩惱（ぼんなう）ある人人（ひとびと）の中（うち）にありて、煩惱（ぼんなう）なく、煩惱（ぼんなう）ある輩（ともがら）のうちに、煩惱（ぼんなう）なくして安樂（あんらく）に住（ぢゆう）せん。

199
安樂（あんらく）に住（ぢゆう）せん、欲念（よくねん）ある人人（ひとびと）の中（うち）にて欲念（よくねん）なく、欲念（よくねん）ある輩（ともがら）の中（うち）に、欲念（よくねん）なくして安樂（あんらく）に住（ぢゆう）せん。

200
安樂（あんらく）に住（ぢゆう）せん、此（こ）の我等（われら）には我有（がう）あることなし、光音（くわうおん）天人（てんにん）の如（ごと）く、喜悅（きえつ）を食（じき）とせん。

201
勝（か）ちては怨（うらみ）を得（え）、負（ま）けては起居（ききよ）苦（く）なり。心（こゝろ）靜（じやく）なるものは勝負（しようぶ）共（とも）に擲（なげう）ちて、起居（ききよ）安樂（あんらく）なり。
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